
【専門科目領域/専門科目群/看護の展開/小児看護学】 
科目名 ナンバリング 区分（必修・選択） 単位数 履修年次 開講学期等 

小児看護学概論 NSP21＿002 必修 1 2 前期 

担当教員 研究室 電子メール ID オフィスアワー 

東福寺 愛実 401 narumi.tofukuji 金曜日 12：10～13：00 

授 業 の 目 的 ・ 概 要 

小児看護の対象者である子どもの成長発達上の特徴及び小児看護の基本となる理念、子どもの人権、

現代の子どもと家族の概況や倫理的観点から子どもの健康問題、小児看護の役割と課題について学ぶ

ことを目的にする。子どもの全体像をイメージ化するために、各期の子どもの成長・発達及び栄養の

特徴、健康、家族、看護の特徴について学ぶ。小児と家族の諸統計から小児の健康問題の動向を知る

とともに、小児に関連する保健医療福祉のシステム、および法規を知り具体的な施策について学習す

る。また、国内外の小児看護の変遷を学び包括的ケアへと発展してきている現代の小児看護の役割に

ついて学ぶ。 

授 業 形 式 ・ 方 法 
☑対面授業 
□遠隔授業(双方向型) 
□遠隔授業(自主学習) 

☑講義 □演習 
□実習 □実技 

☑PBL     □反転授業   □ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ 
☑ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ   □ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ  □実習・ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ 
□その他 （                   ） 

学 習 上 の 助 言 

子どもの成長発達過程やその特徴、また発達に関する理論を学ぶことにより、子どもと関わるうえで

必要な知識をしっかり身につけて欲しい。この科目で学んだ知識は小児看護援助論Ⅰ・Ⅱおよび小児

看護学実習に繋がる重要な内容となるため、予習復習をしっかり行って臨んで欲しい。また、日頃よ

り国内外を問わず子どもに関するニュースに目を向け視野を広げて欲しい。 

教 科 書 系統的看護学講座Ⅰ 小児看護学概論・小児臨床看護総論 /著:奈良間美保 他 /医学書院 /2025 

参 考 書 ナーシング・グラフィカ・小児の発達と看護 /著:中野綾美 /メディカ出版 /2023 

外 部 教 材 授業で使用するときにお知らせします。 

学生が達成すべき行動目標 関連卒業認定・学位授与方針 

① 小児看護に必要な概念と子どもの権利について説明できる。 NS(1)(5) 

② 小児看護の変遷について国内外の社会的背景に関連させた説明ができる。 NS(1)(2)(5) 

③ 子どもの成長発達に関する理論と各期の特徴について説明できる。 NS(1)(2)(3) 

④ 小児期の成長発達段階の特徴をふまえた成長発達表を作成する。 NS(2)(5) 

⑤ 小児看護に関する法律・施策について説明できる。 NS(1)(3) 

⑥ 小児を取り巻く環境・社会システムと現代の小児看護の理念・役割について説明できる。 NS(2)(4) 

授  業  計  画 

回 学習内容等 授業方法 学習課題・学習時間（時間） 

1 
授業ガイダンス、小児看護の理念と目標、小児看
護の対象と変遷、子どもの権利と尊厳、小児保健
統計を理解する。 

講義 
予習：教科書の第 1 章を読む。 
復習：今日の授業で学んだ内容を
整理しまとめる。 

2 

2 
小児の成長発達の原則と影響因子、形態的成長・
機能的発達・心理社会的発達の評価、看護に必要
な発達理論について理解する。 

講義 
GW 

予習：教科書の第 2 章を読み、講
義を聞く準備をする。 
復習：今日の授業で学んだ内容を
整理しまとめる。 

4 

3 
新生児・乳児期の成長発達の特徴と健康増進のた
めの子どもと家族への看護について理解する。 

講義 

予習：教科書の第 3 章を読み、講
義を聞く準備をする。 
課題：乳児期の発育・発達のめや
すを表に記入する。 

4 

4 
乳児期・幼児期の成長発達の特徴と健康増進のた
めの子どもと家族への看護について理解する。 

講義 

予習：教科書の第 4 章を読み、講
義を聞く準備をする。 
課題：乳・幼児期の発育・発達の
めやすを表に記入する。 

4 

5 
幼児・学童期の成長発達の特徴と健康増進のため
の子どもと家族への看護について理解する。 

講義 

予習：教科書の第 4 章を読み、講
義を聞く準備をする。 
課題：幼児期の発育・発達のめや
すを表に記入する。  
復習：学童期の成長発達の特徴を
整理しまとめる。 

4 

【専門科目領域/専門科目群/看護の展開/小児看護学】 

6 
思春期・青年期の成長発達の特徴と健康増進のた
めの子どもと家族への看護について理解する。 

講義 
 

予習：教科書の第 5 章を読み、講
義を聞く準備をする。 
復習：思春期・青年期の成長発達
の特徴を整理しまとめる。 

4 

7 
家族の特徴を理解し、子どもと家族を取り巻く環
境、現代家族の特徴について理解する。 

講義 
GW 

予習：教科書の第 6 章を読み、講
義を聞く準備をする。 
復習：今日の授業で学んだ内容を
整理しまとめる。 

4 

8 
小児期の健康に関する社会制度、母子保健施策に 
ついて理解する。 
まとめ 

講義 

予習：教科書の第 7 章を読み、講
義を聞く準備をする。 
復習：今日の授業で学んだ内容を
整理しまとめる。 

4 

試 定期試験：達成度評価、評価のポイント参照  

達成度評価 

総合評価割合（％） 
試験 レポート 成果発表 ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ その他 合計 

90 10 0 0 0 100 

総
合
力
指
標 

知識・技術力 70 10 0 0 0 80 

思考・推論・創造する力 20 0 0 0 0 20 

協調性・リーダーシップ 0 0 0 0 0 0 

発表・表現伝達する力 0 0 0 0 0 0 

コミュニケーション力 0 0 0 0 0 0 

取組みの姿勢・意欲 0 0 0 0 0 0 

問題を発見・解決する力 0 0 0 0 0 0 

評価のポイント 
フィードバックの方法 

評価方法 行動目標 評価の実施方法と注意点 

試験 

① ✓ 

定期試験期間に、試験を実施する。小児看護学の理念、発達理論、各

成長発達段階の特徴、社会制度と施策、子どもの権利と尊厳など授業

で学んだ内容の理解度を評価する。 

試験の採点後、メールまた

は teams にて講評・解説

を行う。 

② ✓ 

③ ✓ 

④ ✓ 

⑤ ✓ 

⑥ ✓ 

レポート 

①  

乳幼児期の発育・発達のめやすについて、レジュメやテキストをもと

に各自で表（指定用紙）にまとめたものを評価する。。 

提出は第８回授業の開始前とし、未提出・提出遅れは減点対象となる。 

評価後に返却する。 

②  

③  

④ ✓ 

⑤  

⑥  

備   考 

他 担 当 教 員 なし 

教 員 の 実 務 経 験 担当する看護教員は、病院の看護師として 15 年以上の実務経験を有したものが担当する。 

実践的授業の内容 

子どもの各期の成長発達の特徴や発達段階に応じた看護について学ぶ。子どもの成長発達過程にともな

う課題や解決策、また現代社会における子どもを取り巻く環境について学生自身が考えられるように授

業を進める。授業開始前に前回授業の確認テストを行い、知識が不十分な部分を明確にして学習に活か

せるようにする。 

そ の 他 
・学習内容や授業方法が変更になる場合は事前に説明をする。 

・私語は禁止、携帯電話や電子機器の使用は教員の許可があるときに限る。 

 


